
ABS-1 曲げ疲労試験後の破断面

物性観察高分子

国内トップクラスの試験機器を保有

M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

ポリマーの知見を生かした破断面解析

耐久性試験

酸化劣化に対し(OIT)、独自の分析技術により、添加剤の高精度かつ迅速分析が可能

温度
ガス切替

融解 時間

この時間で安定剤が消費される

ポリマーの酸化による発熱

光、熱、水分等への曝露で添加剤の
有効量が減るとOIT が短くなる

雰囲気

DSC出力

N2 O2

OIT

添加剤の種類がわかっている
場合は Step2 は不要

Step1.　抽出

分析手順

分析事例

高周波抽出 , ソックスレー抽出
溶解沈殿抽出

FD:Field Desorption
MS:Mass Spectrometry
GC:Gas Chromatography
LC:Liquid Chromatography
ICP:Inductively Coupled 
      Plasma spectroscopyStep2.　定性分析

Step3.　定量分析 GC    LC     ICP

      FD-MS         FT-IR
      GC/MS        LC/MS

[ 添加剤の同定 ]
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IrganoxTM 1010
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・破断回数　450万回 (繰返応力 9.1MPa)
・疲労破壊特有の貝殻模様を鮮明に観察

プラスチック部品の耐久性試験
Durability Test for Plastic Components
プラスチックは使用環境が多岐にわたり、さまざまな要因で酸化や分解、繰り返し疲労などの劣化
が起こる。その現象を再現することで製品寿命の設計が可能になる。
（株）三井化学分析センターは様々な劣化現象に対応した日本でトップクラスの多くの試験機器と
劣化評価体制を備え、お客様の要望に応える体制を備えている。

引張疲労、3点曲げ疲労、圧縮疲労、せん断疲労

高強度キセノン

酸化誘導時間 (OIT) 測定 添加剤分析

劣化の様式

環境

機械的
ストレス

劣化の分類

光

熱

化学物質

酸素

力・応力

摩擦

劣化促進試験

耐候性試験（サンシャイン、キセノン、メタルハライドなど）

熱老化試験、恒温恒湿試験

冷熱衝撃試験、ヒートサイクル試験

耐薬品性試験（酸、アルカリ、燃料、オイルなど）

ストレスクラッキング試験

酸化誘導時間（OIT 測定）

クリープ試験（引張、圧縮、曲げ）

疲労試験（引張、圧縮、曲げ）

摩擦摩耗試験、砂摩耗試験 シャワーノズル（降雨）シャワーノズル（降雨）

光源光源

株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp
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